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ご自由に 

お持ちください 

【黄土の道 鉄線とカラス】 

富山 妙子 作品 

※謄写印刷のため明るさを調整してあります。 

【光州へのレクイエム】 

【黄土の道 ひまわり】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

富山妙子さんが亡くなった。日本の戦争責任にかかわる作品を制作する数少ない画家だった。 

以下、東京新聞の記事を転載する。その作品に直接接したことはないが、印象に残るものが多い。 
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【民衆の力】 【ヘルメット・アーミー】 

中央公民館長によるチラシ配布拒否事件 

―行政不服審査続報― 

 

行政不服審査に基づく口頭意見陳述も終り、審査庁（東大和市長）から審理員意見書が届きました。審

査請求によって請求人（私）に得られる法的益無しとして、却下の結論。予測していたこととはいえ、あ

まりにも露骨な対応です。 

本来であれば、中央公民館長の処分の有無、処分があったとするならばそれが合法であるか違法である

かの判断が厳正に行わなければならないはずです。ところが、中央公民館長の対応には一切触れず、初め

に却下という結論があり、その結論に向かってシナリオを書き起こしているような審理員意見書です。ま

さに、処分はなかったという処分庁（中央公民館長）の主張を補強する内容です。 

今後は行政不服審査会に諮問され（議会という選択肢はとらなかったようです）、そこでの審理という

ことになります。審査会に対し審査請求人の主張を提出できるので、すでに作成して提出しました。ま

た、審査会に対し口頭意見陳述を申し立てすることができるので（実現するか否かは審査会次第ですが）、

こちらも当然要求しました。 

ここでは審査会に対して提出した審査請求人主張書面と、審理員意見書の結論にあたる最終部分のみ

張り付けておきます。審理員意見書の全文、及び審査請求人の意見書は「自由と人権」のホームページで

公開しているので、そちらを参照してください。 

富山妙子 作品（つづき） 
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「矛盾」、『広辞苑（第 2 版）』には次のようにある。「［韓非

子］(楚の国に矛と盾とを売る者があって、自分の矛はどんな

盾をも破ることができ、自分の盾はどんな矛をも防ぐことが

できると誇っていたが、人に「お前の矛でお前の盾を突いた

らどうだ」といわれ、答えられなかったという故事に基づく)

事の前後の揃わぬこと。つじつまの合わぬこと。自家撞着」 

ここ 1 年半ほどの新型コロナに関わる政府の対応は、まさ

にこの一語に尽きる。国民には不要不急の外出を避けるよう

に呼び掛け、イベントの開催制限、5 人以上の会食自粛を求

め、県境を越えた移動・お盆の帰省も控えるよう要請してい

た。その一方で goto キャンペーン、オリ・パラの開催、パラ

リンピックの学童観戦、矛盾した政策の実施が、新型コロナ

感染拡大の原因と国民の離反に結び付いている。 

感染発生からすでに 19 ヶ月以上、政府はワクチン頼りの

無為無策。この間に新型コロナ感染でなくなったのは 15000

人以上、今でも「殺され」続けている。もっと前にやるべき

ことがあったはずだが、反省の弁すら聞こえてこない。こん

な政府には次の論語を進呈する他はない。「過ちては改むる

に憚ること勿れ」 
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 8.15 終戦記念日に因んで読んだわけではない。Choose Life Project という動画 

チャンネルの「8/15 私たちは追悼の地平にたてているのか」というパネルディス 

カッション（高橋哲哉（東京大学名誉教授）・乗松聡子（ピース・フィロソフィー 

・センター代表）など出演）に登場した具志堅隆松という人に興味を持ち、同書を 

手にした。 

 そもそも、日本では 8 月 15 日が終戦記念日ということになってはいるが、日本 

の降伏が決定的となったのは、日本がポツダム宣言受諾を連合国に表明した 8 月 14 日である。15 日は天皇が

いわゆる「玉音放送」で直接国民に日本の敗戦を告げた日に過ぎない。そして、東京湾上に浮かぶアメリカの戦

艦ミズーリ号上で、日本が降伏文書に調印したのが 1945 年 9 月 2 日であり、正式にはこちらの方が正しい。た

だし大韓民国・朝鮮民主主義人民共和国は 8 月 15 日をそれぞれ「光復節」及び「解放記念日」とし、対日戦勝

記念日としている。 

 具志堅氏は沖縄後に埋もれている戦争犠牲者の遺骨や遺品の発掘をボランティアとして行っている。その遺

骨・遺品の収集や不発弾の処理等の実態が記されている。遺骨の所属（軍人・軍属・一般住民）、埋もれている

場所、形状によってなどによって、戦死した時の戦場の様子や戦死の実態までが次々と見えてくる。そのために

も、手掘りによる遺骨収集の大切さを氏は主張する。 

これに対し国による遺骨収集作業は重機で土を削り取り、大量の土砂を一か所に集め、ベルトコンベアーで流

して作業員が遺骨を探すというものである。これでは遺骨の個別性が保たれず、その身元を判別することも困難

になってしまうというと具志堅氏は言う。「国にはそもそも、収集した遺骨は遺族のもとに返さねばならないと

いう発想がないのでしょう。」 不発弾の処理作業すら、民間事業者に委託して金儲けの手段にしてしまってい

ると、氏は憤る。 

国は遺族に空の（または石ころの入った）骨箱を渡し、その霊は遺族の心情に関わりなく靖国神社にまつる。

遺骨の収集すらまともにできていない国にそのような資格があるのか。建前と本音の乖離と言わねばならない。

しかも今また、沖縄戦の遺骨が眠る土を辺野古沖埋め立てに使い、新たな軍事基地をつくろうとしている。これ

は、その建前すらかなぐり捨てた醜悪な姿である。ヤスクニが教育勅語と並ぶ恒常的な戦争動員の装置であると

いう高橋哲哉氏の指摘が蘇る。さらに、教育勅語さえ復活しかねない学校現場がある。 

具志堅氏は、沖縄戦の激戦地となった本島南部の土砂に多くの戦没者遺骨が遺されている点を踏まえ、「国家

のために犠牲となった戦没者の遺骨が混じる土砂を基地建設に使うのは、人道上の問題だ」と訴え、今年の 8 月

14 日から 15 日にかけて靖国神社前でハンガーストライキを実行した。前記パネルディスカッションでは、靖

国神社前からの中継映像も流された。録画は今でも見ることができる。興味のある方は「8/15 私たちは追悼の

地平にたてているのか #終戦記念日」で検索してみてください。 

 

本の紹介コーナー 
『ぼくが遺骨を掘る人「ガマフヤー」になったわけ。―サトウキビの島は戦場だった』 

具志堅 隆松 著（合同出版）¥1,540 

陳情不上程告発裁判 第 5回口頭弁論のお知らせと傍聴のお願い 

口頭弁論もいよいよ 5 回目となりました。少しずつですが争点も絞られてきているように思います。 

 傍聴へのご参加をお願いします。 

場所：東京地方裁判所立川支部（多摩都市モノレール「高松駅」下車，徒歩約 5 分）ラウンド法廷 

期日：2021 年 9 月 14 日（火） 15 時３０分 （傍聴希望者は 13 時 15 分に 5 階待合室集合）  


